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IGS理事赤木俊允

1993年の IGS理事会は 10月19、20の両日、イタリア・ミラノ市、 ENEL
社の会議室において行われた。出席者は次の通りである。

R. K. Rowe会長、 R. F'loss副会長、 J・P.Giroud前会長、 w. Voskamp事務局長、
P. Stevenson経理担当理事の各役員、 および T. AI倫gi、R.J. Bathurst、 D. Caz-
zuffi、B. R. Christopher、門.F'ukuoka、 J.P. Gou rc ， R. A. J ewe I I、C.J. F'. P. 
Jones、 C. Lawson、S.D. Ramaswamy、の各理事、総計 15名。
D. F'ayoux， D. Priceの両理事は欠席。

主な議題およびその審議結果は次の通りである。

1 ) R.凡 Rigo，F'. Gousse， A. Armanの3理事は辞任、 J. F'. Gou rc教授は co・
option制による理事に任命、の件が承認された。

2)前回理事会 (1992年11月9-10日、於福岡〉の議事録の検討・承認。

3)ジオシンセティックスに関する初歩的・基本的な事項をまとめて小冊子を作成し、

PR用に部外者や初心者に配布する。基本的には技術委員会 (Technical Committee) 

がその原稿の作成に当り、最終的には Bathurst.理事 (IGSNews編集長〉がこれを編

集し、来年9月の総会までに完成させ配布できるようにする。

4)来年9月にシンガポールで開催する総会 (OrdinaryGeneral Assembly)の議事に

ついては、詳細を役員会に一任し、役員会はシンガボールの第5回国際会議 (5IGC)組
織委員会と協議の上、決定することを承認した。また、総会における投票には投票用の

会員証 (vot.ingident.ification card)の使用を検討することとなった。

5)来年の総会では会費の値上げは議題としない予定。

6) 1994年には新会長を含む8人の新理事を選挙することを確認。本年 11月発行
の IGSNewsにより、会長・理事に立候補する者は来年3月 1日までに届け出るよう広

報する。 6月には郵便投票のための選挙用紙を全会員に発送するが、その時には同時に、
学会名を国際ジオテキスタイル学会から国際ジオシンセティックス学会に変更する理事

会案に対して賛否を問うことになる。郵便投票の締切日は8月 1日とする。

7)経理担当理事の報告として、 1992年度の会計は公認会計士〈米国のCPA)に
よる略式監査 (revieいうが実施されその報告書が提出された。またその会計報告が検討
され承認された。これによれば、収入決算は 103，940USドル、支出決算は84，
550USドルで、 19，390USドルの黒字となっている。

8) 1 9 B 3年度の予算執行は大約!順調に進行しているとの報告があり、これを了承し

た。 1994年度の予算案が検討され、若:干の修正が施された後、収入 156，600
USドル、支出 151.250USドルと決定された。
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連のトピックスについてビデオ製作を企画しているが、 1G Sに対して、そのうちの2

巻についての協力を要請してきている。一つはランドフィル関係のジオシンセティック

スをテーマとするもの、もう一つは道路関係のジオシンセティックスをテーマとするも

のである。 1G Sとしては現在、いくつかの法人会員や関連会社に対しこの企画に参加

しスポンサーになってくれるよう働きかけているが、既に相当数の法人から好意的な反

応を得ている。これらジオシンセティックス関係のビデオ製作の顧問としては、ジルー

・フルーエ両氏とカーナー教授が当ることになっている。ビデオの製作は 1994年春

に開始される予定。 c)来年9月のシンガボール会議迄に 1G Sのピンを製作し、全

会員に配布する予定。 d)シンガボール会議の展示場に 1G Sのプースを出展する計

画およびその内容についての説明。

20)法人会員委員会 (CorporateMember Committee) :第5回国際会議をPRするた

めの小さなステッカーを製作し、来年早々法人会員および理事に配布して、郵便や書類

に張付けて使ってもらう。

2 1 )韓国、フランス、イタリー、ドイツ、ラテンアメリカの各新支部が承認された。
これらの支部の承認に当っては、役員会が各支部の内規をチヱツクし、各支部とその国

の関連学会との関係が 1G Sへの自由な入会を妨げるものではないという点を重視した。

この点につき、韓国支部の内規には 1G S支部会員は緯園地盤工学会の会員でなければ

ならない、と明記しであるのは問題だとの論議が出された。これについてはロウ会長が

韓国支部に対して、有資格者ならば地盤工学会に属していなくとも 1G S会員になれる

ような内規であることを条件に新支部を承認することを知らせると共に、その様な主旨

にかなうよう現在の表現の変更を勧告することとなった。

22)表彰委員会 (AwardsCommi ttee) : a)次の新メンバー 5名が指名され承認され
た。すなわち、 den Hoedt (The Netherlands)， Akagi (Japan)， Christopher 
(U.S.A.)， Gartung (Germany)， Lafleur (Canada)の5名で、 den Hoedt氏を委員長
に指名。これらの委員に支障がある場合、会長は専門分野と地域配分を考慮し、次のメ

ンバーからその代替を選ぶこととする。すなわち、 Corbet，Fluet， Fukuoka， Holtz， 
Ingold，ト1cGown，Rigo， Sembenell i， Wilmersの9名。 b)まず、第4回国際会議の

論文集および 1G S学会誌 G & G (Geote:吋 iles& Geomembranes) を調べて受賞
候補者を探すことから始めることに決定。前者の担当は、 Giroud，Bathurstの両氏、
後者の担当は、 Ingo I d， Gou rcの両氏とし、来年3月 1日迄に候補者を推薦することと
する。 c)委員会の開催費・旅費として、 7500USドルを予算化する。 d)

1 G Sに対する顕著な功績を表彰するものとして、 IGSプラーク〈銘板〉を作製し、

T. I ngo I d氏 (U. K.) に献呈することに決定。氏はこの 10年問、学会誌 G & G 
の編集長としてその高い Lベルを確立し斯界に多大の貢献をもたらしたことが評価され
た。 e)Gert den Hoedt氏 (TheNetherlands)を名誉会員に推挙することに決定。

23) 1 GS会員が他の会員に対して非倫理的行為を行コたとして苦情が持ち出された

場合には、 IGS理事会はこれに対して審判する機能を持つべきだ、との要請が、最近

のある事件を契機として、ある法人会員から提議されている。本件は法人会員聞のトラ

ブルであるので、まず法人会員委員会で事件の詳細を検討することとし、さらに調査し

審議することが必要と判断された場合には、両法人会員および 1G Sとは無関係の第三

者を新たに法人会員委員会の委員長として選出して、トラプルの審理・解決に当らせる、

という案を次回の法人会員委員会の議題とすることに決定した。理事会は、本件に対し

ては直接の関与を避けるべきであるとの結論に達した。
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ボルの原案が理事会のメンバーによって検討されたので、本年 11月中には出版し、第

5回国際会議の論文作成の規準とする。 c)本委員会の将来諜題として、 i)各国に
おいて規準制定のために設けられたグループに対して、 1G Sとしてより積極的な役割

を果たせるような体制をとる。 ii)イタリアで作成されたような技術情報冊子やその

他の関連レポートをレビューする。 ii i)国際会議に提出される論文の基準となるよ
う、論文の内容、要約の書き方等について、基本ルールを定める。 iv)キーワードの
リストを作成する。

28)出版委員会 (Publications Commi ttee) : a)理事会としては常に、 1G Sの学
会誌は高いレベルの良質な内容を有し、なおかつ可能な限り低価格で会員に提供できる

ことを目標としている。この点に関し、現在の学会誌である G & G (Geotexti les & 
Geomembranes)誌の発行元であるエルスビア (EIsevier)社とは、特に講読料について
幾度も協議を重ねてきた。 b)最近 1F A 1 (Industrial F'abrics Association In-
ternational)はジオシンセティックス関連の新しい論文報告集を発行する方針を決定
したが、これを IGSの学会誌にして貰いたいとの意向を出してきている。また英国の
Thomas Telford社も同様な意向を示している。 c)現在のところ、学会誌について
今後の方針を確定するに足りる十分な情報を入手してはいないが、将来の方針として次

のような二つの選択肢が考えられる。 i) 1 G Sは現在の出版元と協力関係を保ちなが

ら、 1G Sとしてのコントロールを最大限に発揮できるように条件の改善を計る。 ii) 
新出版元と協力関係を結び、新学会誌をできるだけ低価格に抑えなおかつ高いレベルが

維持できるよう、最大限の影響力を行使する。 d)ジルー前会長の発言によれば、も

し新学会誌が誕生し、現在G & G 誌の編集長であるインゴールド氏が新学会誌の編
集長になるような事態となれば、現在G & G 誌編集会議の議長であるジルー氏も辞
任することになるであろうとの由。 e) 1 G Sはエルスビア社に対し、現状に関して

は重大な関心を抱いている旨普告することとし、会長と委員長とがその任に当ることと

なった。 f)役員会と本委員会とは、今後の 1G S学会誌の出版元を決めるに当つて

は、内容の質と価格の点で最高の条件を満たすものであることを重視することとし、委

員長であるジョーンズ理事がロウ会長と連携して.今後の交渉に当ることとなった。

g)上記の件につき、重大な決定を要する事態となった場合は、役員会が原案を作成し、

全理事による郵便投票で最終決定を行うこととする。

29)ジルー前会長から、 GeosyntheticBibl iographyと題するジオシンセティックス
関連の文献リストの第 1巻が完成し、 IGSの公認出版物として近々出版の予定との報
告。第2巻刷り上がりの一部も回覧された。ロウ会長は 1G Sを代表して、編集長であ

るジルー氏に対しその労をねぎらい公式に感謝の意を表明した。

30)第5回国際会議 (1994年9月5-9日〉の直前およびその期間中に、シンガ
ボールにおいて開催される IGS総会、理事会、役員会の日時は以下のように決定され
た。

9月3日(土〉
9月4日〈日〉
9月6日〈火〉
9月7FI (水〉
9刀8[1 (木)
D月qf I (金〉

9-
9-18 
14-1 6 
1 3 -1 4 

1 a-
7-10 

役員会

理事会

総会 (新会長・新理事の選出)

理事会〈事務局長・経理担当理事の選出〉
~.~ r空r、
l 文J，.，~z、

理711会

前回理事会に関連する項目については、本誌 1992年12月号 (pp.22・28)に掲載
されている IGS理事会報告を参照されたい。(以上〉
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